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要約 

・ European Association of Preventive Cardiology (EAPC) から出された

推奨事項。 

・ COVID-19 のパンデミックにより、ヨーロッパ諸国では心臓リハ（CR）

の 実施が妨げられている。 

・ COVID-19により、心疾患の治療が遅延した患者に考慮して、危機

後の CR 施設の活動再開を促進する 

・ 各フェーズの CR に対しての推奨事項が提示されている。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ 注目点は、病院ベースと在宅（外来）ベースの CR において、それ

ぞれの推奨事項および行動が示されている。 

・ 理学療法士は、CR のフェーズで、個々の患者に合わせた遠隔 

モニタリング下の包括的プログラムを開始すべきである。 


